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不意の大地震が起きたその後すぐの行動を示し合わせて、みんなで力を合わせて乗り切ろう！

大地震発生時の混乱を避ける為の決めごとです

み
ん
な
で
命
を

守
る
ん
だ
！



ブロック塀やかわら屋根は
壊れたり崩れやすいので注意

車を端に寄せ、
鍵をつけたまま離れる
車は使わず歩いて避難

携帯電話にアプリを入れる

逃げながら
声をかけて

危険を知らせよう

高齢者や障がい者
けが人など

支援の必要な人を
手助けしよう

小学校やコミュニティセンター
三丁公園など高台へ（地図確認）

頭を守り
安全な道を選んで

避難

地域を特定して
情報を得られるよ
うにしておく

切れた電線に注意



大きな声で周りに危険を知らせながら一緒に逃げる

津波がくるよー

近所に声かけしながら一緒に
高台へ逃げよう！

高齢者や障がい者、けが人、小さな子どもがいる人など、支
援の必要な人は近くにいます。互いに助け合い、みんなで命
を守ろう！

災害時は、不安でいっぱいになり気持ちが動揺します。
顔見知りの人がいると安心できます。毎日のあいさつをしたり、防災訓練やイベント
などの地域活動に積極的に参加したりして、互いに助け合える関係を築きましょう！

コミュニティイベント

助け合うには
隣近所が大切だよね！

日頃から・・地域活動に参加して知り合いを増やしましょう

自主防災訓練



小学校・保育園・コミュニティセンター進入路は 車両進入禁止

車は使わず 歩いて逃げよう！

避難者や子ども達が行き来します。慌てて事故にならないよう
一時的に通行止めにして安全を確保します。

子どものお迎えは年上の子から順に
しましょう。
（小学校→児童館→保育園）

引き渡しのときには、誰が迎えに来た
かしっかり伝えましょう。

小学校に集合しよう

細い道や川沿いは
危ないね

通学路の道は
大丈夫？

孫の迎えは
おばあちゃんが行くね

ブロック塀や電柱が
倒れてるかもね

日頃から・・家族で話し合いをしましょう

避難場所までの経路や家の周りの危険を事前に確認しておくことは
とても大事です。町の防災マップをみながら、家族での決めごと
「わが家のマイ・タイムライン」を作っておくと心強いですね！

子どもが保育園や学校
児童館にいたら･･

もしも･･

（地図確認）



三丁公園・小学校運動場は避難場所です

できるだけ川に近づかず避難場所へ逃げよう！

非常持出し品の準備や家具の固定、水や食料の備蓄など防災に取
り組みましょう。普段のくらしの中で使う物を、少し多めに買っ
ておくとよいですね。

家具の固定 ペット用ケージ

こまめな給油

非常持出し品の
準備もしておこう

避難場所とは一時的に身の安全を確保するところです。居住地に
あった避難を決めておきましょう。高台居住の人は倒壊の恐れが
なければ自宅避難しましょう。

日頃から・・いざというときに備えをしましょう

一週間分の備蓄




